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DARPA（米国国防総省高等研究
計画局）に倣って，我が国でも
ImPACT（革新的研究開発推進プロ
グラム）が動き出しました。DARPA
はインターネットや GPS 等の多数
の革新的技術を生み出し，今，話題
の市街地自動運転技術も DARPA
の 2007…Urban…Challenge で生まれ
たものです。更に福島原発事故にロ
ボットが満足に対応できなかった反
省から，Robotics…Challenge が企画
され，その予選が昨年暮れに催され，
東大からスピンアウトした我が国の
ベンチャー企業 SCHAFT が 1 位通
過を果たしています。そして，その
SCHAFT や Boston…Dynamics 等を
Google が買収するという驚きの報
道もありました。本選での更なる進
化が楽しみです。

内閣府は，ハイリスク・ハイイン
パクトな研究に挑戦できるImPACT
を SIP（戦略的イノベーション創造
プログラム）と共に科学技術政策の
柱としてこれから押し進めるようで
す。

このような状況下で，本特集号の
「次世代社会インフラ用ロボット開
発・導入に向けて」は，関連する産
学官の動きを国交省の視座から展望
しています。

その中で触れている「建設ロボッ
ト技術に関する懇談会」座長の油田
教授には巻頭言をお願いし，情報化
施工推進会議委員長の建山教授に情
報化施工について，COCN（産業競
争力懇談会）のプロジェクトリーダ
だった淺間教授には，災害対応ロ
ボットについて概観して頂き，
Disaster…City（米国災害模擬現場）
をモデルとした「災害対応ロボット
センター構想」にも触れて頂きまし
た。

今話題の CIM については，国交
省の取組みを紹介して頂き，情報化
では施工会社 3 社の事例紹介とメー
カや機器ベンダの新技術情報を，そ
の他に無人化施工で 2 件，ロボット
化と ICT 技術で 2 件を取上げてい
ます。

交流の広場では，2050 年までに
サッカー W 杯制覇を目指すロボ
カップ活動の近況を紹介頂きまし
た。また，前記の流れの中で「異分
野技術者との交流会」が JCMA 等
の共催で発足していますが，そんな
交流会の元祖的な場が「ずいそう」
で紹介する「都市小屋集」です。

最後になりましたが，ご多忙中に
もかかわらず，快くご執筆を引き受
けて下さいました皆々様に心より感
謝を申し上げます。

… （久保・岡本）

5 月号「鉄道特集」予告
・鉄道の海外展開
・鉄軌道駅のバリアフリー化に関する国の取り組み
・東京メトロ東西線・パレスホテル東京　地下通路
・近鉄京都駅ホーム増設とホテル建設工事
・新幹線鉄道トンネルの耐震対策急速施工技術及びシステムの開発
・列車運行時間帯における営業線に近接した大口径場所打ち杭の施工
・減災，建設・維持管理費用低減を目指した新橋梁形式
・京王線調布布田駅付近連続立体交差シールド工事
・豊肥本線　坂の上トンネル災害復旧
・阪急電鉄今津線と都市計画道路荒地西山線の立体交差工事
・台湾初の DOT 工法による鉄道シールドトンネル工事
・シンガポール地下鉄トンネル工事における圧気作業
・工事用軽便軌条の歴史
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